


















































『國大』: 『國史大系』 (新訂増補), 東京, 1942.
『古大』: 『日本古典文學大系』, 東京, 19521967.
『大正』: 『大正新脩大藏經』, 東京, 19241935.
『靈異記』: 『日本霊異記』, 小泉道, 『新潮日本古





































































『延喜式』1,『國大』26, p. 726: 六月晦


































202)『日本紀略』後編 14 (後一条),『國大』11, p.
276:〔長元]三年正月十七日辛未 今日豊樂院殿壇
上美女一人被殺害‥‥[二月]廿四日丁未 大祓
203) ibid., 前編 14 (淳和), 『國大』10, p. 330: [天
長七年]九月乙亥 於建禮門前大祓 依掖庭犬死也
204)『日本三代實録』38,『國大』4,〔後編〕p.
481: [元慶四年九月]十一日壬戌 禁中犬死 仍不
發奉伊勢大神宮幤使 大祓於建禮門前
205) , 6,〔前編〕p. 93:〔貞観四年六月十日]十
日丁未 大祓於建禮門前 以宮内省有馬死穢也
206) ibid., 2,〔前編〕p. 27:〔貞觀元年四月]廿一日
丙午 大祓於建禮門前 以觸穢之人入於御在所也
207) ibid., 7,〔前編〕p. 105:〔貞觀五年二月]二日
乙未 大祓於朱雀門前 以觸死穢人入禁中也









































































209) ibid., 44,〔後編〕p. 544:〔元慶七年十一月]十
六日己卯 停新嘗祭 於建礼門前 修大祓 以内裏人
死 諸祀停廃也




産穢 不發奉伊勢神宮幣使 明日可發 故更齋修禊
焉
212) ibid., 34,〔後編〕pp. 437-438:〔元慶二年九月]
十一日葵夘 大祓於建礼門前 昨日辨官有人死穢
今日不得發奉幤伊勢太神宮使 故修此禊也
213) ibid., 29,〔後編〕p. 382:〔貞觀十八年九月]十






























































羣書類從』22, 東京, 1932, p. 716: 一 河流穢
不留事 大河々流 本自不汚穢之限 以渡人何爲穢
乎 康和二年五月 明法愽士中原答也
215)『日本三代實録』27,〔後編〕p. 360:〔貞觀十
七年二月]廿五日己卯 停大原野祭 ‥‥‥ 所以停
止者 以冷然院火救火人燒死也
216)『日本靈異記』中 5, 小泉道,『新潮日本古典集


















全集』7, 東京, 1981, p. 129: 又穢きこ





































のは, ｢溺死｣ と ｢焼死｣ だけであった｡ それ
に，当時の日本人に親しまれていた文献で,



































































































避けようがない｡ ところが 『藥師經』 では, 不
慮の死が例外として扱われていて, ｢溺れ死ぬ






























222) BhS, pp. 3-7.
達摩笈多,『藥師如來本願經』, 『大正』 14，pp.
401-402.
223) BhS, pp. 4-5.























































































































ナムチは, 殺されてネノクニ (根國) に行き, そ
こでスサノヲから厳しい訓練を受けて成長し, そ
の娘スセリヒメ (世理賣) と結婚した。イク






41) によると, タカマガハラのアマテラスは, か
ねてからアシハラノ-ナカツクニの支配を望んで
いて, オホクニヌシ (オホナムチ) に統治権を放
棄させようと, ２回にわたり使者を派遣したが,
先方に馴染んでしまって使命を果たせなかった。





與少彦名命 戮力一心 經營天下 復爲顯見蒼生及
畜産 則定其療病之方 ‥‥‥ 是以百姓至今咸蒙
恩頼
227)『古事記』上,『國大』7, pp. 25-26.























Even though there are also
the usual masters of medicine,
still [how much more] this master of
medicine
from distant lands
is worthy of worship:






























『古大』3, p. 244: 久須理師波 都禰乃母阿禮等
麻良比止乃 伊麻乃久須理師 多布止可理家利 米
太志加利鶏利
230) Roy A. Miller, The Footprints of the Buddha,
An Eighth-century Old Japanese Poetic Sequence,
New Haven, 1975, p. 137.




















































『續日本紀』12, p. 145: 乙未 ‥‥‥

































































































233)『日本文徳天皇實録』8,『國大』3, p. 86: 戊
戌 常陸國上言 鹿嶋群大洗磯前有神新降 初郡民
有煮海爲塩者 夜半望海 光耀属天 明日有兩恠石
‥‥‥ 時神憑人云 我是大奈母知少比古奈命也
昔造此國訖 去徃東海 今爲濟民 更亦來歸
234) アシュヴィンは“分離できない”(	) と



































































































237)『日本文徳天皇實録』9, p. 103: 己卯 在常陸
國大洗磯前 酒列磯前兩神 號藥師菩薩名神


































239)『延喜式』10, 神 10, 神名 下, p. 314: 筑
前國一九座 ‥‥‥ 那珂四座 八幡大菩薩箱崎宮
一座名神大
ibid., p. 315: 豊前國六座 宇佐郡三座 八幡大
菩薩宇佐宮名神大
表記されている240)｡
















































































241)『延喜式』9, 神 9, 神名 上, p. 240.
242) ibid., p. 241.
243) BhS, p. 19, 1-4: 
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bhavati tais tasya 

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245) 司馬遷,『史記』12, 7 「項羽記」, 中華書局,
北京, 1959, p. 313: 夫秦有虎狼之心《夫れ, 秦
に虎狼の心有り｡》
『楚辭』12,「准南小山 招隱士｣,『四部叢刊初






























































































閏五月]葵卯 ‥‥‥ 徒積憂勞 政治如闕
神之胎咎 實由朕躬《[天平勝寳元年閏五月]



































































如く, 願求する所の如く, 一切, 欲する所,
皆, 圓滿を得｡》
玄奘譯,『藥師琉璃光如來本願功徳經』,













Oho-harahe and the Yakusikyau
（４）
Nobuhiko KOBAYASHI
In ancient Japan, a body drowned in water or burned by fire was considered to cause kegare 穢 (pollu-
tion). Therefore they were to perform a rite called oho-harahe 大祓 (great purification) when death
ocurred in water or by fire. This is why they extracted the two items“爲水所溺”(drowning) and
爲火所燒”(burning to death) from the Yakusikyau (藥師經) and added them to the list of tumi 罪
(sins) in the Kwautaizinguu-gisikityau (皇太神宮儀式帳)．
